
「
精
紳
圭
義
」
の
教
團
的
基

盤

柏

原

砧

泉

(一)

近
時

に
お
け
る
近
代
佛
教
史
の
研
究
の
進
捗
に
と
も
な
い
、
清
澤
満

之
の
精
紳
圭
義
が
、
た
ん
に

県
宗
教
學
の
再
確
立
を
意
味
す
る
の
み
で

な
く
、

近
代
的
な
佛
教
信
仰

へ
の
豊
醒
と
し

て
の
性
格
を
も

つ
こ
と

が
、
明
白
に
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
、
幕
藩
時
代
に
お
い
て
徐

々
に
護

達
し
た
胎
動
的
な
近
代
佛
敢

へ
の
指
向
を
歴
史
的
背
景

と
し
て
縫
承

し
、
さ
ら
に
、
明
治
初
期
の
科
學
精
神
の
導
入
に
よ
る
佛
教
新
解
繹
の

努
力
の
あ
と
を
う
け
て
、
佛
敏
自
髄
の
自
律
的
立
場
を
明
確
に
し
、
佛

(1
)

 教
の
近
代
的
な
歴
史
位
置
を
定
立
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

 

こ
の
よ
う
な
清
澤
の
精
神
圭
義
が
明
確
に
う
ち
だ
さ
れ
る
の
は
、
明

治
三
四
年

一
月

『
精
神
界
』
創
刊
號

の
巻
頭
文

『精
紳
圭
義
』
に
お
い

て
で
あ

つ
た
。
そ
れ
は
清
澤
が
、
「
こ
れ
か
ら
は

一
切
改
革

の
こ
と
を

放
棄
し

て
信
念

の
確
立
に
蓋
力
し
や
う
と
思
ふ
」
(清
澤
満
之
全
集
、
五
、

六
二
二
頁
)
と
語

る
ご
と
く
、

二
八
年
か
ら
三
〇
年

の
末
に
か
け
て
の

清
澤
な

ど
の
東
本
願
寺
宗
政
改
革
運
動
失
敗
の
の
ち
、
方
向
を

「信
念

の
確
立
」
に
轄
換
し
た
こ
と
に
出
獲
し
、
三
二
年
の
著

『
有
限
無
限
録
』

(2
)

で
そ
の
骨
子
が
成
立
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
精
神
圭
義

が
圓
熟
す
る
動
機
と
な

つ
た
の
は
、
右

の
改
革
運
動
放
棄
後
、
「
計
年

末
よ
り
計

一
年
始
に
亘
り
て
四
阿
含
等
を
讃
諦
し
…
…
大

い
に
反
観
自

省
の
幸
を
得
…
…
計

一
年
秋
冬
の
交
、

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
氏
敢
訓
書
を
披

展
す
る
に
及
び
て
頗
る
得
る
所
あ
る
を
畳
え
」
(三
五
年
日
記
、
全
集
、

七
、
四
七
五
頁
)
た
結
果
で
あ
る
こ
と
も
、
よ

く

し
ら
れ
て

い
る
。
か

く
し
て
、
精
紳
圭
義
は
、

一
鷹
、
宗
政
改
革
運
動
後
に
お
け
る
新
た
な

清
澤
の
全
佛
敏
的
な
信
仰
運
動
と
し
て
、
す
な

わ
ち
、
宗
門
的
な
枠
を

離
れ
て
ひ
ろ
く
自
ら
の
宗
敏
的
自
箆
を
開
陳
す

る
も
の
と
し
て
成
立
す

る
と
い
う
解
繹
も
な
り
た
つ
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
實
は
、

右
の
宗
政
改
革
運
動
そ
の
も
の
の
な
か
で
、
精
神
圭
義

へ
の
指
向
が
大

き
く
育
つ
て
い
る
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
清
澤
を
中
心
と
し
た
そ
の

宗
政
改
革
も
、
明
治
申
期
の
佛
教
界
に
お
け
る
内
省
的
な
革
新
運
動
の

勃
興
と
い
う
大
き
な
歴
史
的
動
向
の

一
環
と
し
て
把
握
し
う
る
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
よ
う
な
敏
團
的
、

歴
史
的
基
盤

の
な
か
か
ら
育

つ
た
貼

「
精
神
圭
義
」

の
教
團
的
基
盤

(
柏

原
)
 

五
三
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「
精
神
主
義
」

の
教
團
的
基
盤

(
柏

原
)
 

五
四

に
、
か
え
つ
て
精
神
主
義
が
全
佛
教
的
な
い
し
近
代
的
な
性
格
を
築
き

え
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
と
く
に
こ
の
貼
に
つ
い
て
考
察
し
た
い

と
お
も
う
。

明
治
初
期
の
佛
敏
は
、
慶
佛
殿
繹
や
幕
藩
時
代
以
來
の
僧
侶
遊
民
観

に
封
鷹

し
て
、
王
法
爲
本
、
佛
法
國
釜
論
の
強
調
や
、
文
明
開
化
思
想

に
同
調
す
る
啓
蒙
運
動
な
ど
の
外
面
的
運
動
を
展
開
す
る
面
と
、
行
誠
・

雲
照
な

ど
の
近
代
佛
敏
の
前
駆
的
性
格
を
も
つ
自
戒
論
を
中
心
と
し
た

(3
)

内
省
的
運
動
を
展
開
す
る
面
と
を
も
つ
た
。
明
治
中
期
の
佛
教
は
、
初

期
の
こ
の
爾
面
を
継
承
し
つ
つ
、
さ
ら
に
、
新
し
く
興
起
す
る
時
代
の

諸
問
題

に
封
鷹
し
て
、
同
じ
く
二
面
的
な
運
動
を
展
開
し
て
い
つ
た
。

す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
明
治
政
府

の
條
約
改
正
問
題
お
よ
び
宗
敏
法
案
上

程
問
題
に
か
ら
み
、
國
粋
主
義
思
潮
の
勃
興
と
も
同
調
し
て
、
國
家
に

よ
る
佛
敏
公
認
を
求
め
る
と
彰
も
に
、
佛
敏
と
キ
リ
ス
ト
敏
と
を
同
列

に
あ
つ
か
お
う
と
す
る
宗
敢
法
案
を
否
決
に
も
ち
こ
む
た
め
の
、
諸
敢

(4
)

團
を
あ
げ
て
の
外
面
的
運
動
を
展
開
す
る
面
と
、
産
業
資
本
形
成
過
程

の
肚
會

的
諸
問
題
や
殊
に
日
清
職
孚
後
の

一
般
的
な
自
我
豊
醒
の
風
潮

を
背
景

と
し
て
、
從
來
の
敏
團
佛
敏
の
あ
り
方
を
批
到
反
省
す
る
内
省

的
運
動
を
展
開
す
る
面
と
で
あ

つ
た
。

こ
の
中
期
の
内
省
的
運
動
の
主

要
な
も

の
と
し
て
は
、
曹
洞
宗
を
離
腕
し
た
大
道
長
安

の
救
世
教
運

動
、
古
河
老
川
に
出
獲
し
て
既
成
教
團
制
の
否
定
を
主
張
し
た
佛
教
清

徒
同
志
會
の
運
動
、
眞
宗
大
谷
派
を
離
脱
し
た
伊
藤
謹
信
の
無
我
愛
運

(
5
)

動
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
醤
來

の
教
團
佛
敏
を
否
定
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。
清
澤
を
中
心
と
す
る
宗
政
改
革
運
動
も
、

こ
の
中
期
の
内
省
的

運
動

の
史
潮
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
把
握
す
べ
き
で
、
そ
れ
は
敏
團
佛

敏

の
否
定
に
代
り
、
敏
團
に
宗
教
的
生
命
を
再

生
す
る
こ
と
で
、
近
代

的
な
教
團
の
方
向
を
う
ち
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
精
紳
主
義
は

こ
こ
か
ら
出
獲
し
た
の
で
あ
る
。

(二)

東
本
願
寺
宗
政
機
構

の
改
革
運
動
は
、
二
八
年
七
月
執
事
渥
美
契
縁

宛
の
清
澤
な
ど
十
二
名
連
名
の
建
言
書
提
出
に
出
獲
し
、
翌
年
十
月
の

運
動
機
關
誌

『
敏
界
時
言
』
獲
刊
、
三
〇
年
二
月

の
大
谷
派
事
務
革
新
全

國
同
盟
會
の
結
成
、
同
月
の
渥
美
執
事
退
陣
と
石
川
舜
台
の
蓼
務
就
任

を
経
て
、

一
た
び
は

「
大
谷
派
宗
政

の
維
新
」

(『
教
界
時
言
』
六
、
肚
説
)

と
歓
喜
し
た
石
川
の
宗
政
改
革
内
容
が
、
所
詮
は

「壇
制
的
精
紳
を
以

て
構
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
」
(『
同
』
一
三
、
肚
説
)
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を

み
と
ど
け
た
結
果
、
「
退
い
て
盆
去
革
新
的
精

紳
の
普
及
を
圖

り
以
て

他
日
再
學
の
用
意
を
爲
す
」
(『
同
』
、雑
録
)
た

め
同
十

一
月
同
盟
會
を

解
散
し
、
更
に
翌
三

一
年
四
月
前
記
機
關
誌

の
慶
刊
を
も
つ
て
終
結
す

る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
改
革
の
要
項
と
し
て
は
、
宗
政
寺
法
の
改
正
・

末
寺
會
議
や
門
徒
會
議
の
開
設

・
募
財
圭
義
的

な
地
方
部

の
慶
止

・
勧

學
上
の
設
計
等
々
の
革
新
的
な
政
策
を
か
か
げ

て
い
る
が
、
改
革
の
圭

旨
は
二
貼
に
し
ぼ
つ
て
考
察
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
一
は
、
「世
界
的
統

一
的
文
化
の

一
大
要
素
た
る
宗
敏
の
問
題
を
攻
究
」
す
る
た
め
に
は
先
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づ
自
己
の
宗
門
の
實
際
的
方
面
か
ら
出
獲
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の

た
め
に
は
、
「
大
谷
派
本
願
寺
は
蝕
輩

の
櫨

つ
て
以
て
自
己

の
安

心
を

求
め
、
櫨

つ
て
以
て
同
胞
の
安
心
を
求
め
、
抵

つ
て
以
て
世
界
人
類
の

安
心
を
求
め
ん
と
期
す
る
所
の
源
泉
」
で
あ

る

こ
と
を
自
畳
し
、
「我

が
大
谷
派
を
し
て
其
の
積
弊
を
掃
蕩
し
て
前
途
の
方
鍼
を
確
定
し
、
大

谷
派
が
當

に
爲
す
べ
き
の
本
務
を
爲
し
以
て
か
の
世
界
的
統

一
的
文
化

の
暢
獲
を
助
け
」
(『
同
』

一
、
「護
行
の
趣
旨
」)
さ

せ
る
と
い
う
、
宗
門

を
世
界
的
基
盤
に
お
い
て
把
握
す
べ
き
こ
と
で
あ

つ
た
。

つ
ぎ
に
改
革

主
旨

の
二
は
、
「
抑

鯨
輩
の
所
謂
根
本
的
革
新
な
る
も

の
は
、
…
…

一
派
從
來

の
非
敢
學
的
精
神
を
轄
じ
て
教
學
的
精
紳
と
爲
し
、
多
年
他

の
事
業
に
專
注
し
た
る
精
紳
を
し
て

一
に
教
學
に
專
注
せ
し
む
る
に
在

り
、
」
(『
同
』
三
、
肚
説
)
と

い
う
ご
と
く
、
教
學
中
心
の
宗
政
の
實
現

に
お
か
れ
た
。
こ
の
二
貼
の
改
革
主
旨
の
う
ち
、
宗
門
の
世
界
的
把
握

が
抽
象
的
、
理
念
的
で
あ
る
に
封
し
、
教
學
中
心
の
宗
政
實
現
が
具
髄

的
で
、
こ
こ
に
改
革
の
圭
目
標
が
お
か
れ
た

こ
と
は

い
う
ま

で
も
な

い
。と
こ
ろ

で
、
改
革
派
は
こ
の
教
學
中
心
の
改
革

に

つ
い
て
、
「
其
の

稻
し
て
根
本
的
革
新
と

い
ふ
も

の
は
、
實
に
精
神
的
革
新
に
在
り
」

(『同
』)
、「當
路
者

の
交
迭
せ
ら
れ
制
度
機
關

の
改
良
せ
ら
れ
た
る

こ

と
は
、
…
…
之

を
形
式
的
改
正
よ
り
精
神
的
改
正
に
向
ひ
た
る
も
の
と

し
て
観
る
と
き
は
、
糠
に
革
新
の
道
途
に
上
り
た
る
も
の
に
過
ぎ
ざ
る

な
り
」
(『
同
』
入
、
肚
説
)
「
記
諦
詞
章

の
學
は
死
學

の
み
、
…
…
識

見

や
氣
節
や
正
義
や
博
愛
や
謄
勇
や
力
行
や
、
…
…
其

の
之
を
産
す
べ
き

も
の
は
、一
に
精
神
的
敬
育
に
在
り
」
(『同
』
九
、
肚
読
)
、
「
か
の
三
萬

の

僧
侶
と
百
萬
の
門
徒
と
は
以
て
大
谷
派
と
爲
す

べ
き
か
、
曰
く
否
、
…
…

曰
く
大
谷
派
な
る
宗
門
は
大
谷
派
な
る
宗
敢
的
精
紳
の
存
す
る
所
に
在

り
、
…
…
革

新

の
要

は
此

の
宗
教
的
精
紳
を
振
作
す
る
に
在
り
、
」

(『同
』

一
一
、
杜
読
)
な
ど
と
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
教
學
を
中
心

に
す
る
こ
と
は
、
精
神
的
革
新

・
精
紳
的
教
育

・
宗
敏
的
精
神
な
ど
の

語
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
「
精
紳
」
を
中
心
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
た

の

で
あ
る
。

こ
こ
に
、
宗
政
改
革
の
焦
鮎
が

「
精
紳
」
に
お
か
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
の
で
あ
り
、
の
ち
の
清
澤
に
よ
る
精
神
主
義
形
成
の
出
獲
匙

が
、
東
本
願
寺
教
團
の
問
題
と
し
て
の

「
精
神
」
主
義
に
基
く
こ
と
を

し
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
先
に
鰯
れ
た
二
八
年
七
月
の
建
言
書
連
名

者

の
一
人
清
川
圓
誠
が
、
渥
美
執
事
の
宗
政
を

評

し
て
、
「
何
ぞ
圖
ら

ん
、
當
路
者

の
精
紳
は
依
然
と
し
て
改
ま
る
所
あ
ら
ず
、
…
…
私

意
に

任
せ
て
公
制
を
攣
更
し
、
愛
憎
に
因
つ
て
職
員

を
任
冤
し
、
新
學
制

(
二
七
年
の
敬
學
顧
問
澤
柳
政
太
郎
や
清
澤
・今
川
畳
神
な
ど
を
中
心
と
す
る
宗

門
學
制
改
正
の
意
)
の
精
紳
主
義
を
破
壊
し
て
殆

ん
ど
蝕
す
所
無
か
ら

ん
と
は
。
」
(『同
』
三
、
「現
當
路
者
の
非
敢
學
的
精
紳
」)
と
い
つ
て
、
「精

紳
圭
義
」
を
標
示
し
て
い
る
の
は
、
精
神
主
義

が
改
革
運
動
の
過
程
で

具
ハ象
化
し
て
ゆ
く
事
實
を
端
的
に
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
な
お
、
清

澤
が
、
改
革
運
動
放
棄
後
、
「信
念
の
確
立
」
に
つ
と
め
る

こ
と
を
い

つ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
實
は
、
改
革
派

の
同
盟
會
解
散

「
精
騨
主

義
」

の
教
團
的
基
盤

(
柏

原
)
 

五
五
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「
精
神
圭
義
」

の
敢
團
的
基
盤

(
柏

原
)
 

五
六

に
つ
い
て
、
「要
す
る
に
同
盟
會
の
解
散
は
形
態
上
の
解
散
に
し
て
精
神

上
の
解
散

に
非
ざ
る
な
り
」
(『
同
』
一
三
、
「
全
國
同
盟
會
解
散
之
理
由
」)

と
い
つ
て

い
る
の
と
同
義
語
で
あ
つ
て
、
改
革
運
動
の
過
程
で
育
成
さ

れ
た
精
紳
圭
義
が
、
さ
ら
に
改
革
運
動
後
に
お
い
て

一
暦
進
展
す
べ
き

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ

つ
た
。
更
に
ま
た
、
精
神
圭
義

の
櫨
貼
で
あ

る
雑
誌

『
精
棘
界
』
の
誌
名
が
佐
々
木
月
樵
の
案
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

同
誌
創
刊

の
清
澤

の
巻
頭
文

の
題
名

『精
紳
圭
義
』
が
門
下
の
浩
々
洞

同
人
達
の
懲
懸
に
よ
る
こ
と
も
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
浩
々
洞

同
人
の
中
心
を
占
め
る
佐
々
木

・
曉
鳥
敏

・
多
田
鼎

な
ど
は
、
「
現
時

租
意
に
違
反
す
る
大
谷
派
を
打
破
し
精
紳
的
他
力
宗
敏
」
(佐
々
木
月
樵

「迷
之
跡
白
川
録
」自
筆
本
)
に
復
す

べ
く
、

い
ず
れ
も
改
革
運
動

に
眞

宗
大
學
生

の
指
導
者
と
し
て
参
書
し
た
入
々
で
あ
り
、

こ
の
事
實
も
ま

た
、
精
沖
圭
義
が
改
革
運
動
の
髄
験
者
の
な
か
か
ら
生
れ
、
改
革
運
動

期
の
「
精
騨
」
を
繹
承
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

三

か
く
し
て
、
改
革
運
動
の
な
か
か
ら
精
紳
圭
義
が
生
れ
、
改
革

の
中

心
が
精
紳
圭
義

の
伸
張
に
お
か
れ
、
そ
れ
は
ま
た
改
革
運
動
後
も
獲
展

さ
せ
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、

こ
の
精
紳
圭
義
が
、

い

う
と
こ
ろ

の
前
述
の

二

派
の
從
來
の
非
教
學
的
精
神
を
輻
じ
て
敏
學

的
精
紳
と
爲
」
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

す
な
わ
ち

そ
れ
は
、

眞
宗
的
精
紳
の
振
興
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
清

澤
は
こ
の
關
係
に
つ
い
て
、
改
革
運
動

の
過
程

で
改
革
派
を
評

し
て

「
朝
近
肚
會
の
風
潮
に
誘
は
れ
、
漫
り
に
宗
義

上
に
改
窟
を
加

へ
ん
と

思
ふ
の
精
騨
よ
り
、
自
己
の
臆
義
を
成
立
せ
ん
爲
に
、
…
…
一

盲
衆
盲

を
率
い
て
邪
義
不
正
の

一
大
深
坑
に
陥
れ
ん
と

す
、
」
(『
同
』
一
二
、
杜

説
)
と
い
つ
て
改
革
運
動
に
反
封
す
る
貫
練
會
派
に
慮
答
し
て
、
次
の

ご
と
く
読
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
宗
義

と
宗
學

と
を
匠
別
し

て

「宗
義
は
宗
租
の
建
立
に
係
り
宗
學
は
末
學

の
討
究
に
成
る
、
…
…
宗

義
は

一
定
不
易
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
と
錐
も
宗
學
は
護
達
攣
遷
あ
る
を

妨
げ
ず
」
と
し
た
。
そ
し
て
、
宗
學
は
各
時
代
の
學
匠
に
よ
り
改
攣

獲

展
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
「
か
の
宗
學
な

る
も

の
は
、
此
の

(『
敏
行
信

誰
』
の
意
)
宗
義
を
學
問
的
に
討
究
七
て
説
明
解
繹
を
與

へ
ん
と
す
る

も
の
に
し
て
、
…
…
宗

學
の
境
界
に
於
て
は
討
究
上
充
分
の
自
由
を
與

へ
、
決
し
て
束
縛
を
加
ふ
べ
き
も

の
に
非
ざ
る
な
り
、」
と
説
い
た
。
清

澤
の
読
明
に
よ
れ
ば
、
こ
の
宗
學
研
究
に
は
向
内

・向
外
の
二
門
が
あ
り

さ
ら
に
向
外
門
は
他
宗
向
封
門

・他
教
向
封
門
・
世
間
向
封
門
の
三
種
に

分
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
向
内
門
で
は

「
必
ず
し
も
新
用
語
を
要
せ
ず
、

…
…
聖
教
所
説

の
有
の
儘
に
開
設
し
て
可
」
で
あ
る
が
、
向
外
門

で
は
、

他

宗
向
封
門
で
諸
宗
通
談

の
法
門
に
よ
る
解
繹
を
用

い
、
他
敏
向
封
門

で
諸
教

一
致

の
教
、義
に
よ
る
解
繹
を
用
い
て
宗
義
を
示
す
べ
き
で
あ
る

と
す
る
。
と
く
に
向
外
門

の
う
ぢ

の
世
間
向
封
門
は
、
理
論
世
間

(科

學

・
哲
學
)
向
封
門
と
實
際
世
間

(政
治
・
法
律

・
道
徳

教
育
等
)
向
封

門
と
に
分
れ
、
或
は
專
ら
道
理
に
よ
り
、
或
は
圭
と
し
て
祉
會
國
家
の
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利
害
に
基
き
、
宗
義
を
明
白
に
す
べ
き
こ
と
を
い
う
。

そ
し
て
、
右
の

分
析
の
結
論
と
し
て
、
「今
日
の
宗
學
に
努
む

べ
き
は
他
宗
向
封
門
に

非
ず
し
て
他
敏
向
封
門
な
り
、
他
数
向
封
門
に
非
ず
し
て
世
間
向
封
門

な
り
、
今
日
、
科
學

・
哲
學
に
封
し
世
間
共
許
の
道
理
に
櫨
り
て
宗
義

を
論
成
す
る
の
必
要
な
る
は
、
猫
ほ
昔
日
他
宗
に
封
し
諸
宗
通
談
の
法

門
に
櫨
り

て
宗
義
を
論
成
す
る
の
必
要
な
り
し
が
如
き
な
り
、
」
と
い

う
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
精
紳
主
義
は

「敢
學
的
精
紳
」
の
振
起
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
眞
宗
の
宗
義
を
時
代
的
に
明
白
に
す

る
た
め
、

と
く
に
世
間
向
封
門
に
お
い
て
、
科
學

・
哲
學
を
援
用
し
、

宗
學
の
伸
張
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
具
髄
化
し
う
る
と
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
精
紳
主
義
の
究
極
目
的
は
眞
宗

々
義

の
宣
揚

に
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
改
革
運
動

の
過
程
で
醸
成
さ

れ
つ
つ
、
さ
ら
に
運
動
以
後
に
お
い
て
も
、
科
學
的
、
哲
學
的
解
繹
を

介
し
て
、
近
代
的
宗
學
形
成
の
あ
ゆ
み
を
つ
づ
け
る
こ
と
と
な
る
の
で

あ
る
。

(四)

 
以
上
に
よ
り
、
精
神
主
義
が
あ
く
ま
で
眞
宗
大
谷
派
教
團
を
基
盤
に

し
て
い
る

こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、
精
紳
主
嚢
の
思
想
が
具
髄

化
、
髄
系
化
す
る
た
め
に
は
、清
澤
自
ら
の
、
「宗
敏
哲
學
骸
骨
」時
代
の

哲
學
受
容

二
七
年
頃
の
同
心
↓
改
革
運
動

の
髄
験
↓
阿
含
経

・
エ
ピ

ク
テ
タ
ス
語
録
・歎
異
抄
に
よ
る
深
化
、
と
い
う
宗
敢
的
盤
験
の
あ
ゆ
み

が
必
要
で
あ

つ
た
。
し
か
し
、
精
神
主
義
は
清
澤
個
人
の
こ
の
よ
う
な

宗
敢
膿
験

の
み
で
は
構
成
さ
れ
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

精
紳
主
義
は
佛
教
近
代
化
の
う
え
で
大
き
な
位
置
を
し
め
る
が
、
そ
れ

は
前
述
の
ご
と
く
、

そ
の
教
團
把
握
が
世
界
的
覗
野
で
な
さ
れ
た
こ
と

や
、
教
學
解
繹
に
近
代
思
想
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
が
、

な
に
よ

り
も
、
教
團
の
生
命
を
敏
學
的
精
紳
の
再
生
に
求
め
た
こ
と
、

ま
た
、

明
治
中
期
佛
教
の
内
省
的
、
自
畳
的
な
革
新
運
動
の
線
に
の
つ
て
お
こ

な
わ
れ
た
宗
教
改
革
運
動
の
な
か
で
醸
成
さ
れ
た
貼
に
、
歴
史
的
基
盤

を
も
ち
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
改
革
派
が
非
教
學
、

的
精
神
の
持
主
と
し
て
糾
弾
し
た
参
務
石
川
舜
台
は
、
ま
た
、
佛
教

の

國
家
保
護
を
求
め
て
、
先
述
の
公
認
運
動
や
宗
教
法
案
反
封
運
動
の
中

心
を
な
す
人
で
あ
り
、

こ
の
鮎
で
、
精
神
主
義
は
ま
た
、
同
じ
く
國
家

保
護
を
排
し
た
新
佛
敏
徒
な
ど
と
共
に
、
自
律
的
立
場
を
確
立
す
る
歴

史
的
基
盤
を
も
も
ち
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
精
紳

主
義
の
教
團
的
性
格
を
し
る
こ
と
は
、
精
紳
主
義
運
動
の
本
質
や
限
界

性
を
考
え
る
上
に
、
示
唆
を
も
た
ら
す
と
お
も
う
の
で
あ
る
。

1
 
拙
稿

「近
代
佛
教
の
思
想
史
的
系
譜
」
(「佛
教
史
學
」
二
-
二
)
。

2
 
松
原
祐
善
氏

「清
澤
満
之
の
精
神
主
義
」
(
敬
化
研
究
所

『
清
澤
満
之

の
研
究
』
所
牧
)
。西
村
見
曉
氏

『清
澤
満
之
先
生
』
(四
-
四
)
。

3
 
拙
稿

「近
代
佛
教
形
成
の
前
騙
的
性
格
」
(
本
誌

一
二

一)
。

4
 
拙
檎

「明
治
に
於
け
る
佛
教
公
認
運
動
の
性
格
」
(本
誌
四

一
)
。

5
 
吉
田
久
一
氏

『
日
本
近
代
佛
教
史
研
究
』
『
日本
近
代
佛
教
肚
會
史
研

究
』
。

(昭
和
三
九
年
度
文
部
省
科
學
研
究
費
綜
合
研
究
の
一
部
)

「
精
神
主
義
」

の
教
團
的
基
盤

(
柏

原
)
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